
「第 1 回吉備路の山全山縦走大会」開催要領 

1． 大会名称 第 1回吉備路の山全山縦走大会 
2． 開催目的 大会に参加することで、健康の維持・増進が図られ、コースを完走することで身体能力に自 
信が生まれる。このことは国民の健康で文化的な生活を営むことに寄与するものである。また、岡山で初

めての長距離山岳縦走コースの設定、開催により、岡山の登山文化の発展に貢献することができる。 
3． 主催団体 吉備路の山全山縦走大会実行委員会（委員長 守屋益男） 
4． 後援団体 岡山県勤労者山岳連盟。（要請先）岡山県。岡山市。総社市。山陽新聞社ほか報道各社。 
5． 開催日時 2015年 3月 15日（日）午前 6時～午後 7時。少雨決行 
6． コース  下記「吉備路の山全山縦走」コース解説のとおり 
7． 開催規模 参加者募集定員 200～300名。500名限定。 
8． 参加費  1人当たり 1,000円（参加証明書、完歩証明書、ｽﾎﾟｰﾂ傷害保険込み）。地図は別売とする。 
9． スタッフ 約 100名                                  
             「吉備路の山全山縦走」コース解説            ｈ＝登高差 

【短縮 Aコース】（18キロ） 
服部駅―――→砂川公園―――→鉄塔№350――→鬼ノ城ﾋﾞｼﾞﾀｰｾﾝﾀ―――→馬頭観音―→岩屋休憩所 

(2,120m.h30m) (2,490m.h240ｍ)  (1,660m.h70ｍ)  (1,700ｍ.h100ｍ) (1,060m.下降) (1,190m. 
―→北門―――→西門――――→奥坂休憩所―――→百田乢―――→鉄塔№362――→足守「お休み処」 
H70m)（1,955ｍ.h70ｍ）（2,345ｍ.下降） (1,440m.h40m)  (950m.h60ｍ)  (1,235m. 下降） 
距離合計 18,145ｍ。登降差 680ｍ。所要 6～7時間。国指定史跡・鬼ノ城の主要な所を歩き尽くすコ

ース。眺望の素晴らしい箇所が幾つもある。終点の足守は、江戸時代の古民家が数多く残る由緒ある街

で、観光すれば一挙両得。足守「お休み処」～JR足守駅＝4,190ｍ。〔ﾀｸｼｰ〕足守交通℡086-295-1131 
〈帰り便〉中鉄バス『足守中之町』発 14:46。17:46あり。JR足守駅まで 7分。 
 【短縮 Bコース】（24キロ） 
Aコースプラス―――→冠集落――――→龍泉寺-――→龍王山――→高松稲荷ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ 
      （695m.平地）（2,280ｍ.h100m）（1,560ｍ.h180ｍ）(1,075m.下降) 
距離合計 23,755ｍ。登降差 960ｍ。所要 8～9時間。龍王山は備中高松最上稲荷の奥ノ 院。終点の

ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞから南西約 1㌔に薬湯「稲荷山健康センター℡086-287-3900」があり、入浴すれば JR備中高
松駅または岡山駅西口での無料バスがある（希望者に入浴割引券を配布する）。ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ→JR備中高松
駅=3,665m。〔ﾀｸｼｰ〕高松ﾀｸｼｰ℡086-287-2009。 
【短縮 Cコース】（31キロ） 

Bコースプラス―――→神崎農園――――→三光山―――→大平山―――→吉備津彦神社 
       （970ｍ.下降）(1,495ｍ.h150ｍ)  (1,980m.h100m)（3,025ｍ.下降） 

距離合計 31,225ｍ。登降差 1,210ｍ。所要 10～11時間。神崎農園ではコンニャクのテンプラ（＠100
円）が名物。大平山からの展望は素晴らしく、足跡を残した鬼城山～龍王山の山並に感動する。吉備津

彦神社は備前国の一宮で、JR備前一宮駅から吉備線に乗り帰途につける。 
【全山縦走コース】（35キロ） 

Cコースプラス―――→吉備中山茶臼山古墳――――→吉備津神社参道 終点 
(2,150m.h170m)            (1,220m。下降)   

距離合計 34,595ｍ。登降差 1,380ｍ。所要 12～13時間。吉備中山茶臼山古墳は宮内庁が管理する「御
陵」と呼ばれる所。吉備津神社は備中国の一宮で、比翼入母屋造の国宝である。最終は、その廻廊を歩

く。終点受付から JR吉備津駅までは 510ｍあり。歩行総合計 35㌔となる。            以上                 


